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通期業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14 年７月 31 日に公表した業績予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。

記

１． 当期の連結業績予想数値の修正（平成 14年 4月１日～平成 15年 3月 31日）

（単位：百万円、％）

売上高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ A ）
（平成 14 年７月 31日発表）

40,000 3,000 1,500

今 回 修 正 予 想 （ B ） 37,000 1,800  1,000

増 減 額 （ B － A ） △ 3,000 △ 1,200 △ 500

増 減 率 △ 7.5 △ 40.0 △ 33.3

（ご参考）
前期（平成14年 3月期）実績

30,374 △ 2,290 △ 1,795

２． 当期の業績予想数値の修正（平成 14年 4月１日～平成 15年 3月 31日）

（単位：百万円、％）

売上高 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ A ）
（平成 14 年７月 31日発表）

27,500 1,900 800

今 回 修 正 予 想 （ B ） 25,000 650 250

増 減 額 （ B － A ） △ 2,500 △ 1,250 △ 550

増 減 率 △ 9.1 △ 65.8 △ 68.8

（ご参考）
前期（平成14年 3月期）実績

19,349 △ 459 △83



３．理由

米国経済をはじめとする世界経済の減速懸念などマクロ要因や、ＰＣ、携帯電話など

最終製品に対する需要回復の鈍さ等、半導体業界、電子部品業界を巡る環境は、ここに

来て不透明感が強まってきており、当社のユーザーにおきましても稼働率の低下や設備

投資の先送りなどの動きが一部で見られるようになっております。

以上のような状況を考慮し、平成14年７月31日発表の通期の売上高並びに利益を各々

修正するものであります。

以上


